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朝晩の寒さが厳しくなり、皆様はいかがお過ごしでしょうか。また、３回目の接種も現実的になりましたが、免疫が良い状態に
維持できるよう体調には気をつけたいものです。
現役の活動も少しづつ日常を取り戻してきている中、高１２回の松本光弘さんが現役の指導に直接加わっていただき、グラウン

ド全体に今までと違った空間ができているようです。ご存知のように松本さんは筑波大学での指導をはじめ、それまでの指導者独

自の経験値による指導を、キッズから日本代表を包含する一貫したコーチング制度に整えられ、ワールドカップに出場することが
当たり前のような現在の基礎を作られました。そしてその人柄は先日行われた「浦和4校交流会」でボールを追う姿によく現れて
いました。指導の現場を見ることができればサッカーの神髄を感じることができるのですが、コロナ禍で残念であります。
さて、浦和高校サッカー部は1923年に当時の大日本蹴球協会に登録したことを創部の始まりとしており、2023年に100周年

を迎えます。今までに何度か会報でお知らせしてきましたのでご存知だと思いますが、いよいよ実施の期日が迫り、去る12月4日
に「100周年記念事業」の第１回会合をリモートで開催しました。

協議内容は以下の通りです。

・記念誌発行について
現役各代の活動内容は1992年（平成4年）に刊行された「麗和」には高４４回まで掲載されているので、高４５回以降が対象

になります。また、「麗和」を含めたデジタル化についても話題になりました。
・祝賀会については実施時期や形態、予算との関係も含め検討します。

・予算については毎年特別会計５万円を積み立てており、令和２年度決算では1,278,790円となります。

今後計画を進める上で実行委員会を組織します。
実行委員長 松村道彦 副会長（高２７回）

副委員長 堀尾正明 副会長（高２６回）
小林利成 副会長（高３１回）

総務、経理、記念誌、祝賀会、記念品の係（各３名程度）については一部確定していますが、補充人選中ですので確定次第HP
にて報告します。（もし、声をかけられましたら、頷くだけで結構です）

皆様にはそれぞれ高校時代のさまざまな思い入れがあると思います。100年に一度しかないこの機会を大切にして、自分自身と
次の世代に対する夢を共有できることを願いますので、ご協力をお願いします。

浦高グラウンド人口芝化のため2019年に埼玉県教育環境整備基金が設立されて２年が経過しますが、寄付金額合
計：32,542,577円（2021/11/15現在）と現在目標額６６百万円の約半分しか集まっておらず、コロナ禍の中大

変苦戦しています。早期に目標額の達成を強力に応援していきたいと考えています。
人工芝化の目的は、グラウンドを利用する浦高生の怪我の予防や体力・技術の向上や授業・行事運営の安定化、ま

た浦高グラウンドを利用している地域の方々の健康増進、元気な子供の育成、砂埃防止等でサッカー部やラグビー部
だけのためではありません。ただサッカー部とラグビー部のメリットも大きいのは事実であり、サッカー部OB会と

して積極的な応援をしていく必要があります。
サッカー部OB会員の寄付者は、現在82名（会報発送者数750名以上）と低迷しています。皆様の浦高と浦高サッ

カー部を想う気持ちに期待しています。また、同期・友人・ご家族等にも情報の拡散を宜しくお願い致します。

＊ふるさと納税は、控除上限金額までは、実質2,000円の負担で寄付ができます（住民税・所得税が【寄付額-
2,000円】戻ってきます。

＊「浦高スポーツ環境等整備応援プロジェクト」サイト（https://urako-bukatu-ouen.1web.jp）
にてふるさと納税方法等ご確認ください。

＊ふるさと納税控除額上限額については、「ふるさとチョイス」サイト（https://www.furusato-tax.jp）
等にて確認することができます。

埼玉県教育環境整備基金（浦和高等学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ人工芝化による部活動等活性化プラン

コロナ禍ではありますが、毎年恒例の「新年初蹴り会」を以下の要領で実施します。
新年を祝い、コロナの終息を願い、OB・現役一緒にサッカーをやりましょう！

コロナの現状を考えて、残念ではありますが、新年会（懇親会）は行いません。

1.   日時 令和4年1月9日（日）
2.   会場 浦和高校グラウンド

3. スケジュール ９：００ 集合
９：１５ 現役紅白戦３０分×２本

１０：２０ OB紅白戦２５分×２本
１１：３０ 解散

新年初蹴り会

会長 関根弘之（高23回）



○ 社会人１口5,000円 学生（浪人生を含む）1口2,000円
○ 郵便振込 ⇒ 同封の振込用紙をご利用ください。（振込手数料当会負担）

○ 銀行振込 ⇒ 埼玉りそな銀行 さいたま新都心支店 普通 0273349
麗和サッカークラブ（レイワサッカークラブ）

※振込手数料は、ご負担ください。

※必ず卒業回あるいは卒業年度を振込人前に記載してください。（例）３１回 田口智雄

※埼玉りそな銀行・りそな銀行にて口座を作成してｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞにて上記埼玉りそな銀行口座に
振込の場合は、手数料無料で銀行に行かなくても振込手続きできます。

＊まだ会費未納入の方は、納入をお願いします。毎年度予算目標達成に大変苦労しております。社会人の方は、で

きる限り２口以上の会費納入へのご協力を何卒宜しくお願いします。

転居等により会報送付先の住所が変更になる場合には、右記の担
当者にメールにてお知らせください。

幹事長：田口 智雄
共有メール：reiwasc1923@yahoo.co.jp

サッカー部監 督 本田 哲也（高５１回）
１０月９日（土）、３年生にとって集大成となる選手権予選決勝トーナメント１回戦が行われました。対戦相手は

Sリーグに所属する埼玉平成高校。結果から報告すると０－３完敗でした。相手は下から丁寧にパスをつないで攻撃
を組み立ててくるところに特徴があり、浦高はそれを前線からのハイプレスで引っ掛けショートカウンターを狙うと

いうプランでゲームに臨みました。しかし、１発トーナメントの初戦ということもあってか、思いのほか相手はロン
グボールを多用してきました。そのロングボールの精度の高さと足元の技術に戸惑いながらも、蹴ってくる相手への

対応も練習してきた成果もあって、落ち着いた試合運びができていました。しかし、守備は崩されていないものの、
見事なミドルシュートを立て続けに２本決められてしまい０－２で前半を折り返します。

後半は、松本光弘先生から授けていただき磨いてきたハイテンポサッカーでゴールを目指すも届かず、カウンターか
らさらに１失点を喫し、敗退となりました。

今年のチームは、松本光弘先生や星野隆之先生をはじめ、多くの方々のご協力のおかげで本当に大きく成長するこ
とができました。選手権では決勝トーナメント１回戦で敗れてしまいましたが、SS１リーグにおいては、前半戦を

首位で折り返す（１０月現在）など、試合ごとに逞しくなり、見ていて楽しいサッカーを表現できるようになってき
ました。もう少しこのチームが成長していく姿を見ていたかったというのが本音ではありますが、この選手権で引退

する３年生には、サッカーで得た経験を糧に次のステージで頑張ってもらいたいと思います。
現在は１，２年生の新チームで、コロナの影響で延期された未消化分のリーグ戦を戦いながら、１月に始まる新人

戦に向けてチーム作りを進めているところです。応援宜しくお願い致します。

現役情報

木村康聖
この度、浦和高校サッカー部部長を務めさせていただくことになりました木村康聖です。

日頃よりご支援ご指導いただき、ありがとうございます。部員一同を代表して、この場を借りて感謝申し上げます。
先輩方が築き上げてきた伝統あるサッカー部の部長となり身が引き締まる思いですが、力の限りを尽くして責任を果

たす覚悟です。
私は、『凡事徹底』と『楽しむこと』を大切にしたいと考えています。サッカーの基礎・基本から日常生活におけ

る挨拶や身の回りの整理整頓まで、当たり前を当たり前にし、その上で誰よりもサッカーを全力で楽しむ、そんな
チームを目指します。部員による積極的な話し合いや自発的な提案をする機会を増やし、部員主体でマネジメントを

行います。
皆様に良い報告ができるよう、部一丸となって活動していきますので、今後ともお力添えをいただけますよう、よ

ろしくお願いいたします。

新キャプテンコメント

若手交流戦は、レベルの高い戦いがみられとても
面白い大会になっています。

今回も多くのOB（１８歳～３５歳）に参加していた
だき、大会を盛り上げていきたいと思います。

時間に余裕をもってお集まりください。
仲間内で声を掛け合って、多くの方が参加される

ことを期待しております。
コロナ禍の関係もあり、現在日程を調整中ですの

で、確定次第HPに掲載します。それぞれの連絡網を
使いお集まり下さい。

若手浦和４校交流戦案内

1.日程 令和4年3月実施で調整中
2.会場 市立浦和高校OR市立南高校（人工芝G）

3.集合 ９時１５分頃を予定

＜浦 高 成 績＞
オーバー３５・・・３位

オーバー５０・・・４位
（Bチーム）＜４連覇ならず＞（Aチーム）

浦和四校サッカー部OB交流戦結果
11月3日（水）にさいたま市立浦和高校グランドで

「第２１回浦和4校サッカー部OB交流戦が実施されまし

た。秋晴れの気持ちの良い季候の中、熱い試合が繰り広
げられました。参加者３７名と多くの方々に参加いただ

きました。
オーバー３５（Bチーム）は４連覇を目指して頑張り

ましたが、１回戦PK戦にて惜しくも敗れ、第３位となり
ました。次回リベンジしましょう。

次回は、オーバー３５とオーバー５０のダブル優勝を
目指します。


